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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像信号と、上記入力画像信号が２Ｄ画像表示のためのものであるか、３Ｄ画像表
示のためのものであるかを示す識別信号とを受け、該入力画像信号の各画素における階調
値及びその時間的変化に基づいて、該階調値に対する補正量を決定し、決定した補正量を
表す補正量データを生成する補正量データ生成部と、
　上記入力画像信号の階調値に、上記補正量を加算又は乗算することで、補正後画像信号
を生成する補正部と、
　上記補正後画像信号を受けて画像の表示を行なう表示パネルの温度に関する温度情報を
生成する温度情報生成部とを有し、
　上記補正量データ生成部は、
　上記識別信号と、上記温度情報とに応じて、補正テーブルを生成する補正テーブル生成
部と、
　上記補正後画像信号に基づいて予測表示信号を生成する予測部と、
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　上記予測表示信号を符号化することで、現フレーム符号化表示信号を生成する符号化部
と、
　上記現フレーム符号化表示信号を１フレーム期間遅延させて前フレーム符号化表示信号
を出力するフレームメモリと、
　上記前フレーム符号化表示信号を復号することで、前フレーム表示信号を生成する復号
化部と、
　上記入力画像信号の階調値と、上記補正テーブルとに基づいて、上記補正量を決定する
補正量決定部とを有し、
　上記予測部は、上記補正後画像信号のみならず、上記前フレーム表示信号にも基づいて
上記予測表示信号を生成し、
　上記補正量決定部は、上記入力画像信号の階調値及び上記補正テーブルのみならず、上
記前フレーム表示信号にも基づいて上記補正量を決定し、
　上記補正量データ生成部は、上記識別信号が、上記入力画像信号が２Ｄ画像であること
を示す場合に比べ、３Ｄ画像であることを示す場合に、上記補正量をより少なくし、
　上記符号化部は固定長ブロックトランケーション符号化を用いて符号化を行い、
　上記復号化部は固定長ブロックトランケーション符号化を用いて復号化を行う
　ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　上記予測部は、上記予測表示信号として、中間輝度に対応する符号を粗くし、または省
略したものを出力し、
　上記復号化部は、上記前フレーム表示信号として、中間輝度に対応する符号を粗くし、
または省略したものを出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　上記補正テーブル生成部は、上記補正テーブルとして、上記前フレーム表示信号の中間
輝度の場合の補正量の符号を粗くし、または省略したものを生成する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　上記補正テーブル生成部は、上記補正テーブルとして、上記入力画像信号の階調と上記
前フレーム表示信号の輝度の差が所定の値以上の場合の補正量の符号を粗くし、または省
略したものを生成することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の画像処理
装置。
【請求項５】
　上記温度情報生成部は上記表示パネルの複数の領域の各々に対応する複数の上記温度情
報を生成し、
　上記補正テーブル生成部は、上記入力画像信号が上記表示パネルのどの領域を画素の階
調値を表すものであるかに応じて、異なる補正テーブルを出力する
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　上記温度情報生成部は上記画像処理装置の起動後の経過時間から上記表示パネルの温度
を推定し上記温度情報を生成することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載
の画像処理装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の画像処理装置と、上記表示パネルとを備えるこ
とを特徴とする画像表示装置。
【請求項８】
　入力画像信号と、上記入力画像信号が２Ｄ画像表示のためのものであるか、３Ｄ画像表
示のためのものであるかを示す識別信号とを受け、該入力画像信号の各画素における階調
値及びその時間的変化に基づいて、該階調値に対する補正量を決定し、決定した補正量を
表す補正量データを生成する補正量データ生成ステップと、
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　上記入力画像信号の階調値に、上記補正量を加算又は乗算することで、補正後画像信号
を生成する補正ステップと、
　上記補正後画像信号を受けて画像の表示を行なう表示パネルの温度に関する温度情報を
生成する温度情報生成ステップとを有し、
　上記補正量データ生成ステップは、
　上記識別信号と、上記温度情報とに応じて、補正テーブルを生成する補正テーブル生成
ステップと、
　上記補正後画像信号に基づいて予測表示信号を生成する予測ステップと、
　上記予測表示信号を符号化することで、現フレーム符号化表示信号を生成する符号化ス
テップと、
　上記現フレーム符号化表示信号をフレームメモリを用いて１フレーム期間遅延させて前
フレーム符号化表示信号を出力する遅延ステップと、
　上記前フレーム符号化表示信号を復号することで、前フレーム表示信号を生成する復号
化ステップと、
　上記入力画像信号の階調値と、上記補正テーブルとに基づいて、上記補正量を決定する
補正量決定ステップとを有し、
　上記予測ステップは、上記補正後画像信号のみならず、上記前フレーム表示信号にも基
づいて上記予測表示信号を生成し、
　上記補正量決定ステップは、上記入力画像信号の階調値及び上記補正テーブルのみなら
ず、上記前フレーム表示信号にも基づいて上記補正量を決定し、
　上記補正量データ生成ステップは、上記識別信号が、上記入力画像信号が２Ｄ画像であ
ることを示す場合に比べ、３Ｄ画像であることを示す場合に、上記補正量をより少なくし
、
　上記符号化ステップは固定長ブロックトランケーション符号化を用いて符号化を行い、
　上記復号化ステップは固定長ブロックトランケーション符号化を用いて復号化を行う
　ことを特徴とする画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の画像処理装置は、
　入力画像信号と、上記入力画像信号が２Ｄ画像表示のためのものであるか、３Ｄ画像表
示のためのものであるかを示す識別信号とを受け、該入力画像信号の各画素における階調
値及びその時間的変化に基づいて、該階調値に対する補正量を決定し、決定した補正量を
表す補正量を生成する補正量データ生成部と、
　上記入力画像信号の階調値に、上記補正量を加算又は乗算することで、補正後画像信号
を生成する補正部と、
　上記補正後画像信号を受けて画像の表示を行なう表示パネルの温度に関する温度情報を
生成する温度情報生成部とを有し、
　上記補正量データ生成部は、
　上記識別信号と、上記温度情報とに応じて、補正テーブルを生成する補正テーブル生成
部と、
　上記補正後画像信号に基づいて予測表示信号を生成する予測部と、
　上記予測表示信号を符号化することで、現フレーム符号化表示信号を生成する符号化部
と、
　上記現フレーム符号化表示信号を１フレーム期間遅延させて前フレーム符号化表示信号
を出力するフレームメモリと、
　上記前フレーム符号化表示信号を復号することで、前フレーム表示信号を生成する復号
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化部と、
　上記入力画像信号の階調値と、上記補正テーブルとに基づいて、上記補正量を決定する
補正量決定部とを有し、
　上記予測部は、上記補正後画像信号のみならず、上記前フレーム表示信号にも基づいて
上記予測表示信号を生成し、
　上記補正量決定部は、上記入力画像信号の階調値及び上記補正テーブルのみならず、上
記前フレーム表示信号にも基づいて上記補正量を決定し、
　上記補正量データ生成部は、上記識別信号が、上記入力画像信号が２Ｄ画像であること
を示す場合に比べ、３Ｄ画像であることを示す場合に、上記補正量をより少なくし、
　上記符号化部は固定長ブロックトランケーション符号化を用いて符号化を行い、
　上記復号化部は固定長ブロックトランケーション符号化を用いて復号化を行う
　ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　図４に示すグラフは図３のバツ印の位置にある画素について変化を示しており、横軸は
時間、縦軸は印加電圧及び液晶素子の透過率を表している。実線グラフは印加電圧のレベ
ルの変化、破線グラフは液晶素子の透過率の変化を表している。
　まず、印加電圧に着目する。はじめ、背景部分を表示している期間は電圧レベルは階調
０に相当する値である。その後、矩形部分を表示している期間に切り替わると電圧レベル
は階調６０に相当する値まで上昇する。再び、背景部分を表示している期間に切り替わる
と、電圧レベルは階調０に相当する値まで下降する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　図１７～図１９は、前フレームでの表示パネル１４０の各画素の状態が、現フレーム表
示時の輝度に及ぼす影響を示したグラフである。横軸は前フレームの表示パネル１４０の
各画素の状態を表しており、縦軸は輝度を表している。前フレームでの表示パネル１４０
の各画素の状態が、現フレーム表示時の輝度に影響を及ぼさない理想的な輝度（現フレー
ムの輝度信号で本来表示すべき輝度）を破線で表している。（図１７では、この破線が輝
度＝０の線と重なっている。）応答遅れのある実際的な表示パネル１４０を利用した輝度
を実線で示している。図１７は、現フレームの階調として０を、図１８は現フレームの階
調として１２８を、図１９は現フレームの階調として２５５の場合を表している。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　図２０～図２２は、前フレームでの表示パネル１４０の各画素の状態と、現フレーム表
示時のクロストーク量の関係の例を示したものである。ここでクロストーク量は、人間が
クロストークの強度として感じる度合いを示している。人間の目の特性として、理想的な
輝度と実際の輝度との差が一定であっても、理想的な輝度が小さい場合は、クロストーク
量は強く感じられ、理想的な輝度が大きい場合はクロストーク量は弱く感じられる。すな
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わち、理想的な輝度と実際の輝度との差の絶対量ではなく、理想的な輝度との相対的な量
によって、クロストークとして感じる量が決まる。それゆえ、例えば
　（クロストーク量）＝（理想的な輝度と実際輝度との差）／（現フレームの階調）
とすれば、人間の目の特性を反映したクロストーク量として定義できる。図２０～図２２
において、横軸は前フレームの表示パネル１４０の各画素の状態を表しており、縦軸はク
ロストーク量を表している。前フレームでの表示パネル１４０の各画素の状態が、現フレ
ーム表示時の輝度に影響を及ぼさない理想的な場合、すなわちクロストーク量が０の場合
を破線で表している。応答遅れのある実際的な表示パネル１４０を利用した場合のクロス
トーク量を実線で示している。図２０は、現フレームの階調として０を、図２１は現フレ
ームの階調として１２８を、図２２は現フレームの階調として２５５の場合を表している
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　図２０～図２２では、クロストーク量の強弱の範囲を区切って表示しているが、いずれ
の図においてもハッチングで示した範囲ではクロストーク量が「弱」あるいは「中」であ
り、その他の範囲では「強」の場合が存在する。クロストーク量が「強」の範囲では、画
像処理装置１００によって入力画像信号Ｇａに対して細かな調整を加えることで補正後画
像信号Ｇｂを生成する必要があるが、クロストーク量が「弱」もしくは「中」の範囲では
、入力画像信号Ｇａに対する調整は粗く行えば十分である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　図２３～図２５は、前フレームでの表示パネル１４０の各画素の状態が、現フレーム表
示時の輝度に及ぼす影響を示したグラフである。横軸は現フレームの階調を表しており、
縦軸は輝度を表している。図１７～図１９と同様、理想的な輝度を破線で、応答遅れのあ
る実際的な表示パネル１４０を利用した輝度を実線で示している。図２３は、前フレーム
での表示パネル１４０の各画素の状態が０、図２４は前フレームでの表示パネル１４０の
各画素の状態が１２８、図２５は前フレームでの表示パネル１４０の各画素の状態が２５
５の場合を表している。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　図２６～図２８は、前フレームでの表示パネル１４０の各画素の状態と、現フレーム表
示時のクロストーク量の関係の例を示したものである。横軸は現フレームの階調を表して
おり、縦軸はクロストーク量を表している。図２０～図２２と同様、クロストーク量が０
の場合を破線で表し、応答遅れのある実際的な表示パネル１４０を利用した場合のクロス
トーク量を実線で示している。図２６は、前フレームでの表示パネル１４０の各画素の状
態が０、図２７は前フレームでの表示パネル１４０の各画素の状態が１２８、図２８は前
フレームでの表示パネル１４０の各画素の状態が２５５の場合を表している。
【手続補正９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　図２６～図２８では、クロストーク量の強弱の範囲を区切って表示している。クロスト
ーク量が「強」の範囲では、画像処理装置１００によって入力画像信号Ｇａに対して細か
な調整を加えて補正後画像信号Ｇｂを生成する必要があるが、クロストーク量が「弱」の
範囲では、入力画像信号Ｇａに対する調整は粗く行えば十分である。
　ここで、「細かな調整を加える」とは、例えば図１６に示される程度の補正テーブル、
或いは図２に示される程度の補正テーブルを用いて補正量を決めることを言う。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　図１７～図２８で示した通り、補正量の細かさは一様である必要はない。図２０～図２
２で示したように、前フレームでの表示パネル１４０の各画素の状態が中間的な輝度であ
った場合には、現フレームの階調がどのような値であっても、入力画像信号Ｇａに対する
調整を粗くしても良く、あるいは調整を行わなくて良い（省いても良い）。この場合、補
正テーブルとして、前フレーム表示信号Ｆｆの中間輝度（所定の下限値以上、所定の上限
値以下の範囲の輝度）に対応する範囲の符号を粗くし、または省略したものを用いること
としても良い。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　また、図２６～図２８のハッチングで示したように、前フレームでの表示パネル１４０
の各画素の状態が低い場合は、現フレームの階調全域で入力画像信号Ｇａに対する調整を
粗くし、或いは省いても良く、前フレームでの表示パネル１４０の各画素の状態が高い場
合は、現フレームの階調が高い範囲で入力画像信号Ｇａの調整を粗くし、或いは省いても
良い。それゆえ、入力画像信号Ｇａに対する調整を粗くし、或いは省く範囲に対応させ、
補正テーブル生成部１２１に蓄えられる補正テーブルを粗くし、もしくは削減しても、ク
ロストークの低減効果は十分に得られる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　また、図２０～図２２のハッチングで示した前フレームでの表示パネル１４０の各画素
の状態が中間的な輝度である範囲においては、現フレームの階調がどのような値であって
も、入力画像信号Ｇａに対する調整を粗くし、或いは省いても良い。それゆえ、この範囲
の階調表現を簡略化することで、フレームメモリ１２４のメモリー量を削減することが可
能である。すなわち、前フレームでの表示パネル１４０の各画素の状態を表す輝度のビッ
ト長を短くし、中間的な輝度に割り当てる符号を粗くしても、クロストークの低減効果は
十分に得られる。この場合、予測部１２２として、中間輝度（所定の下限値以上で所定の
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上限値以下の範囲の輝度）に対応する符号を粗くし、或いは省略したものを出力するもの
を用い、復号化部１２５では、中間輝度に対応する符号を粗くし、又は省略したものを出
力するものを用いることとしても良い。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　予測ステップＳＴ１２２では、補正後画像信号Ｇｂと温度情報Ｊａと前フレーム表示信
号Ｆｆに基いて、現在の表示パネルの状態を予測し、予測表示信号Ｆｃを生成する。この
動作は、実施の形態１における予測部１２２の動作と同等である。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　符号化ステップＳＴ１２３では、予測表示信号Ｆｃを符号化により圧縮し、現フレーム
符号化表示信号Ｆｄを生成する。この動作は、実施の形態１における符号化部１２３の動
作と同等である。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　遅延ステップＳＴ１２４では、現フレーム符号化表示信号Ｆｄをデータメモリ５０４に
記憶させ、１フレーム期間後に読み出す。この動作は、実施の形態１におけるフレームメ
モリ１２４の動作と同等である。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　復号化ステップＳＴ１２５では、データメモリ５０４から読み出された、符号化された
前フレームの表示パネルの状態（Ｆｅ）を復号し、前フレーム表示信号Ｆｆを生成する。
この動作は、この動作は、実施の形態１における復号化部１２５の動作と同等である。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　補正量決定ステップＳＴ１２６では、温度情報Ｊａと前フレーム表示信号Ｆｆと入力画
像信号Ｇａと、補正テーブル生成部１２１から供給された補正テーブルＨａとに基づいて
補正量Ｆｈを決定する。この動作は、実施の形態１における補正量決定部１２６の動作と
同等である。
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